
人
事
院
は

10月
７
日
、
国

会
と
内
閣
に
対
し
、
期
末
手

当
を
０
・
０
５
月
分
引
き
下

げ
る
「
勧
告
」
を
行
い
ま
し

た
。
月
例
給
に
つ
い
て
は
９

月

30日
ま
で
調
査
が
実
施
さ

れ
て
い
た
た
め
「
今
後
必
要

な
報
告
・
勧
告
を
予
定
」
と

し
て
い
ま
す
。
一
時
金
は
２

０
１
０
年
以
来
の
引
き
下
げ

勧
告
と
な
り
ま
し
た
。

人
事
院
総
裁
談
話
で
「
困

難
な
業
務
で
あ
っ
て
も
誇
り

を
も
っ
て
真
摯
に
取
り
組
ん

で
い
る
公
務
員
各
位
に
対
し
、

心
か
ら
の
敬
意
を
表
す
る
」

と
し
た
と
お
り
、
自
治
体
職

員
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
住
民

の
い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る

た
め
、
重
要
な
役
割
を
担
い
、

業
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
が
、

コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
が
見
え
な

い
も
と
、
心
身
と
も
に
負
担

が
蓄
積
し
疲
弊
し
て
き
て
い

ま
す
。
人
事
院
が
公
務
の
役

割
を
評
価
し
な
が
ら
、
ボ
ー

ナ
ス
を
削
減
す
る
勧
告
を
出

す
こ
と
は
、
言
行
不
一
致
と

言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

ま
た
ボ
ー
ナ
ス
の
引
き
下

げ
分
は
、
期
末
手
当
か
ら
削

減
す
る
と
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
人
事
院
は
ボ
ー
ナ

ス
引
き
上
げ
時
に
は
勤
勉
手

当
に
、
削
減
時
に
は
期
末
手

当
に
配
分
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
ボ
ー
ナ
ス
の
生
活
給

と
し
て
の
性
格
を
薄
め
、
成

績
主
義
を
強
化
す
る
も
の
で

す
。緊
急
事
態
宣
言
下
で
も
自

治
体
は
休
業
せ
ず
、
通
常
の

業
務
に
加
え
、
給
付
金
交
付

な
ど
敏
速
な
対
応
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
職
員
の
負
担
増

に
対
す
る
労
働
の
対
価
と
し

て
は
、
む
し
ろ
賃
上
げ
の
必

要
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

削
減
の
勧
告
は
不
当
と
言
わ

ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

ま
た
期
末
手
当
を
削
減
す

る
こ
と
は
、
会
計
年
度
任
用

職
員
も
含
む
す
べ
て
の
職
員

の
支
給
額
に
影
響
が
及
び
、

会
計
年
度
任
用
職
員
の
制
度

主
旨
に
あ
る
「
非
正
規
職
員

の
お
か
れ
て
い
た
賃
金
・
労

働
条
件
の
改
善
」
を
目
的
と

し
て
制
度
設
計
し
た
も
の
が
、

導
入
初
年
度
か
ら
当
初
年
収

見
込
み
額
を
下
回
る
結
果
と

な
り
、
制
度
目
的
や
均
等
待

遇
の
実
現
に
対
し
て
逆
行
す

る
勧
告
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る

を
え
ま
せ
ん
。

自
治
労
連
は
す
べ
て
の
職

員
の
賃
金
・
労
働
条
件
改
善

を
求
め
、
す
べ
て
の
単
組
で

賃
金
の
引
き
下
げ
を
阻
止
す

る
た
め
に
奮
闘
し
ま
す
。

県
本
部
は
９
月

19日
、
拡

大
執
行
委
員
会
を
開
催
し
、

18単
組

24人
が
参
加
。
今
後

の
と
り
く
み
と
し
て
、
秋
季

年
末
統
一
要
求
提
出
の
確
認
、

県
自
治
研
、
市
町
村
共
済
議

員
選
挙
、
自
治
労
連
全
国
大

会
、
組
織
拡
大
・
共
済
加
入

な
ど
に
つ
い
て
討
議
・
確
認

し
ま
し
た
。
執
行
委
員
会
の

な
か
で
、
賃
金
学
習
（
後
編
）

を
行
い
、
前
回
に
続
き
、
森

賀
副
委
員
長
（
写
真
）
を
講

師
に
、
賃
金
決
定
の
３
原
則
、

地
方
公
務
員
の
給
料
表
と
し

く
み
、
地
方
公
務
員
の
給
料

表
と
仕
組
み
、
初
任
給
、
昇

給
・
昇
格
、
ワ
タ
リ
と
い
っ

た
制
度
に
つ
い
て
説
明
。
各

単
組
で
調
査
し
て
も
ら
っ
た

結
果
を
ま
と
め
た
「
賃
金
調

査
集
計
表
」
を
も
と
に
、
昇

格
基
準
、
勤
続
年
数
に
よ
る

昇
給
な
ど
市
町
ご
と
の
賃
金

制
度
の
運
用
の
違
い
を
比
較

し
、
そ
こ
か
ら
見
え
る
課
題

に
つ
い
て
も
認
識
を
深
め
ま

し
た
。
今
後
の
賃
金
改
善
に

向
け
て
、
各
自
治
体
ご
と
の

賃
金
課
題
に
つ
い
て
具
体
性

の
あ
る
内
容
で
の
要
求
交
渉

を
提
起
し
ま
し
た
。

県
自
治
体
一
般
労
組
西
条

支
部
は
９
月

23日
、
西
条
市

会
計
年
度
任
用
職
員
（
ケ
ア

マ
ネ
）
を
対
象
に
「
組
合
説

明
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
会
計
年

度
任
用
職
員
に
な
り
フ
ル
タ

イ
ム
か
ら
７
時
間
パ
ー
ト
に

な
っ
た
。
勤
務
時
間
は
短
く

な
っ
た
が
業
務
量
は
変
わ
ら

な
い
。
勤
務
時
間
が
短
く
て

も
職
場
が
回
る
よ
う
業
務
見

直
し
の
要
望
を
出
し
た
が
、

全
く
反
映
さ
れ
な
か
っ
た
」

「
会
計
年
度
任
用
職
員
に
な

る
と
き
、
紙
一
枚
渡
さ
れ
、

パ
ー
ト
に
な
る
と
言
わ
れ
た
。

丁
寧
な
説
明
も
な
か
っ
た
。

他
市
で
は
フ
ル
タ
イ
ム
も
あ

る
の
に
、
な
ぜ
西
条
は
パ
ー

ト
だ
け
な
の
か
疑
問
」
「
会

計
年
度
任
用
職
員
は
時
間
外

勤
務
を
し
て
は
い
け
な
い
雰

囲
気
が
あ
る
た
め
時
間
外
勤

務
を
申
請
し
づ
ら
い
」
「
今

年
か
ら
西
条
市
の
会
計
年
度

任
用
職
員
に
な
っ
た
。
前
の

職
場
を
辞
め
て
き
た
の
に
４

月
に
い
き
な
り
支
援
セ
ン
タ
ー

の
委
託
の
話
、
ま
た
仕
事
を

探
さ
な
い
と
い
け
な
い
の
か
」

「
職
場
で
は
昼
休
み
の
電
話

当
番
が
当
た
る
と
そ
の
後
の

業
務
も
あ
る
の
で
、
昼
休
憩

が
取
り
づ
ら
い
。
部
署
に
よ
っ

て
は
人
数
が
少
な
く
当
番
が

回
っ
て
く
る
の
が
早
い
の
で

週
に
数
回
は
昼
休
み
が
取
れ

な
い
時
が
あ
る
」
な
ど
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
県
本
部
の
森
賀

副
委
員
長
か
ら
「
み
な
さ
ん

は
、
す
で
に
労
働
組
合
の
基

本
で
あ
る
一
致
す
る
要
求
で

の
団
結
が
で
き
て
い
ま
す
。

今
日
出
さ
れ
た
意
見
を
『
組

合
要
求
書
』
と
し
て
ま
と
め

る
の
で
、
賛
同
い
た
だ
け
る

な
ら
組
合
に
加
入
し
、
待
遇
・

職
場
環
境
改
善
を
行
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
」
と
の
提
案
で

「
組
合
説
明
会
」
を
終
え
ま

し
た
。

（１） 第５２５号

自 治 労 連 愛 媛 ２０２０年 １０月２０日

第 ５２５ 号

日 程

【10月】

22 いのちまもる10.22総行

動（web）

23 南予総支部代表者会議

24 青年部幹事会

26 県本部統一要求提出

（新居浜公共・周桑病院）

27 県本部統一要求提出

（中予、東予）

28 県本部統一要求提出

（内子大洲、宇和島西予）

29 今治市職定期大会

【11月】

１ 非正規学習交流集会・

非正規公共評総会（松山）

４ 県社保キャラバン（～26）

８ 地方自治研究愛媛

県集会（伊予）

13 県市町村共済議員選挙日

津島吉田病院局労組定期

大会

14 みかんボランティア

15 女性部幹事会

20 今治水道労組定期大会

26 県本部拡大執行委員会

県市町振興課要請

28 四国ブロック総会

■10／7（水）人事院は国会と内閣に対し、期末手当を引き下げる「勧告」を行いました。月例給については９月30日まで調査が

実施されていたため、「今後必要な報告・勧告を予定」としています。一時金は2010年以来の《引き下げ勧告》となりました。

１．「給与勧告」のポイント（抜粋）

ボーナス…昨年８月から本年７月までの直近１年

間の民間の支給実績（支給割合）と公

務の年間の支給月数を比較

■民間4.46月分・公務4.50月分

→0.05月分引き下げ、年間4.45月分

に改定。《期末手当を削減》

〔今 年 度〕12月期末手当が△0.05月となる。〔来年度以降〕6月と12月の期末手当を△0.025月減とする。

２．「公務員人事管理に関する報告」の骨子（抜粋）

〔勤務環境の整備〕

（１）長時間労働の是正等…超勤命令の上限を超えた場合、要因の整理・分析・検証の状況を把握し、必要な指導を実施。

恒常的長時間勤務がある職域は要員確保する必要。柔軟な働き方に対応する環境整備を研究。

（２）ハラスメント防止対策…本年６月からパワハラの防止等のための人事院規則等が施行。研修教材の提供やハラスメント

相談員セミナーの開催など、各府省における防止対策を支援。

（３）仕事と家庭の両立支援…男性の育児参画の促進など政府の取組を踏まえ、引き続き、両立支援制度の周知等に取組。

不妊治療と仕事の両立に関する実態や職場環境の課題等を把握し、必要な取組を検討。

（４）心の健康づくり推進等…ストレスチェックの活用やオンライン心の悩み相談の導入等による心の健康づくりの推進。

公務災害認定事案の分析結果に基づき、過労死等防止の観点から各府省への指導・助言。

（５）非常勤職員の適切処遇…非常勤職員給与は引き続き常勤職員との権衡をより確保する。休暇は民間状況把握し検討。

６ 月 期 12 月 期

令和２年度 期末手当

勤勉手当

1.300月（支給済み）

0.950月（支給済み）

1.250月（△0.05月）

0.950月（改定なし）

令和３以降 期末手当

勤勉手当

1.275月（△0.025月）

0.950月

1.275月（△0.025月）

0.950月



新
居
浜
市
職
労
は
９
月

24

日
か
ら
例
年
開
催
し
て
い
る

職
場
会
を
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
防
止
の
た
め
少
人
数
の
男

性
年
代
別
懇
談
会
に
変
更
し

の
べ
８
回
開
催
。
組
合
か
ら

人
員
問
題
と
初
任
給
改
善
の

と
り
く
み
に
つ
い
て
、
要
求

内
容
を
説
明
。
ま
た
入
庁
５

年
目
ま
で
の
職
員
を
対
象
に

給
料
の
決
定
の
し
く
み
、
給

料
表
の
見
方
に
つ
い
て
も
説

明
し
ま
し
た
。
９
月
県
本
部

で
受
け
た
「
賃
金
学
習
」
が

早
く
も
役
立
つ
結
果
に
な
り

ま
し
た
。
あ
る
日
の
懇
談
会

で
は
「
今
年
の
人
事
院
勧
告

は
下
が
る
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
職
員
は
コ
ロ
ナ
に
追
わ

れ
な
が
ら
通
常
業
務
も
こ
な

し
た
。
賃
金
確
保
を
諦
め
ず

に
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
」
と

い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
声
を
集
め
て
、
団

体
交
渉
に
む
け
て
要
求
書
に

ま
と
め
て
い
き
ま
す
。

宇
和
島
市
職
連
は
９
月

24

日
単
組
代
表
者
会
議
を
開
催

し
６
人
が
参
加
。
宇
和
島
市

職
宮
崎
委
員
長
か
ら
「
直
前

ま
で
事
務
折
衝
が
あ
り
、
当

局
か
ら
人
事
評
価
に
対
す
る

新
た
な
昇
給
基
準
の
提
案
が

あ
っ
た
」
と
報
告
が
あ
り
、

参
加
者
か
ら
「
か
な
り
厳
し

い
内
容
」
「
昇
給
抑
制
の
み

の
提
案
で
本
質
的
な
狙
い
は

全
体
の
賃
金
抑
制
と
し
か
思

え
な
い
」
「
若
年
層
で
昇
給

抑
制
と
な
る
と
生
涯
賃
金
に

与
え
る
影
響
は
か
な
り
の
金

額
に
な
る
」
な
ど
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
宇
和
島
市

職
は

10月
要
求
書
提
出
に
向

け
職
場
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。

宇
和
島
病
院
労
組
・
津
島
吉

田
病
院
局
労
組
か
ら
は
「
２

交
代
勤
務
移
行
へ
の
試
行
」

に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
、

愛
媛
県
市
町
村
職
員
共
済
組

合
の
議
員
選
挙
へ
の
対
応
に

つ
い
て
も
確
認
し
ま
し
た
。

県
本
部
女
性
部
は
９
月

26

日
幹
事
会
を
開
催
し
４
単
組

４
人
が
参
加
。
太
田
部
長
か

ら
８
月

29日
本
部
女
性
部
定

期
大
会
の
参
加
報
告
が
あ
り
、

今
後
の
具
体
的
な
と
り
く
み

と
し
て
「
女
性
の
健
康
と
権

利
」
学
習
、
「
憲
法
カ
フ
ェ
」

実
施
、
「
い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ

カ
レ
ン
ダ
ー
」
普
及
、
「
妊

娠
・
出
産
・
育
児
・
介
護
等

権
利
一
覧
」
を
確
認
し
権
利

の
拡
充
へ
運
動
を
推
進
す
る

こ
と
な
ど
を
確
認
。
ま
た
県

自
治
研
で
は
分
科
会
『
コ
ロ

ナ
禍
で
の
情
報
発
信
の
在
り

方
と
人
権
』
を
女
性
部
と
保

健
師
部
会
で
担
当
す
る
た
め

内
容
を
検
討
し
ま
し
た
。
単

組
報
告
で
は
、
男
女
・
年
代

別
懇
談
会
の
開
催
、
職
場
懇

談
会
を
実
施
し
秋
季
要
求
書

づ
く
り
に
と
り
く
ん
で
い
る
、

な
ど
、
単
組
で
の
女
性
部
活

動
で
の
前
進
と
課
題
に
つ
い

て
交
流
し
ま
し
た
。

県
本
部
現
業
評
議
会
は
９

月

19日
幹
事
会
を
開
催
し
、

４
単
組
５
人
が
参
加
。
主
に

①
秋
季
年
末
闘
争
の
と
り
く

み
、
②
県
自
治
研
集
会
の
分

科
会
の
設
定
に
つ
い
て
話
し

合
い
ま
し
た
。
今
年
度
実
施

の
県
下
自
治
体
の
賃
金
実
態

調
査
に
よ
り
、
改
め
て
自
治

体
間
格
差
、
一
般
職
と
の
給

与
格
差
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。
現
業
評
と
し
て
、
各

単
組
で
活
用
で
き
る
『
賃
金

要
求
（
格
差
是
正
）
』
『
現

業
職
の
正
規
採
用
』
を
重
点

要
求
と
し
、
「
秋
季
年
末
現

業
基
本
要
求
」
を
作
成
し
担

当
課
と
交
渉
す
る
と
し
ま
し

た
。
ま
た
、
自
治
研
集
会
の

現
業
分
科
会
は
、
新
居
浜
市

や
西
条
市
が
計
画
し
て
い
る

「
学
校
給
食
の
セ
ン
タ
ー
化
」

を
テ
ー
マ
に
分
科
会
を
設
定

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
治
水
道
労
組
は
９
月

16

日
執
行
委
員
会
を
開
催
し
、

７
人
が
参
加
。
は
じ
め
に
本

部
作
成
の
『
こ
こ
か
ら
始
め

る
組
合
活
動
・
自
治
労
連
運

動
』
を
テ
キ
ス
ト
に
「
執
行

部
は
組
合
の
カ
ナ
メ
」
「
職

場
を
基
礎
に
参
加
型
活
動
を
」

「
数
年
先
を
見
据
え
運
動
の

継
承
・
発
展
を
」
な
ど
読
み

あ
わ
せ
。
職
場
で
は
「
秋
の

懇
親
会
が
実
施
・
計
画
さ
れ

て
い
る
」
状
況
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

11月
の
定
期
大

会
に
向
け
た
準
備
を
相
談
し
、

①
会
計
決
算
処
理
、
②
次
回

執
行
委
員
会
ま
で
に
新
役
員

相
談
、
③

11月
職
場
懇
談
会

実
施
、
④

11月

20日
定
期
大

会
開
催
な
ど
を
確
認
。
相
談

の
な
か
で
、
県
内
単
組
の
役

員
世
代
交
代
の
状
況
、
と
り

わ
け
西
条
市
職
労
の
様
子
＝

30代
委
員
長
の
も
と
で
参
加

型
執
行
部
委
員
会
運
営
と

20

代
役
員
の
活
躍
や
青
年
部
活

動
活
性
化
が
紹
介
さ
れ
、

「
誰
で
も
役
員
が
で
き
る
組

合
、
負
担
の
な
い
活
動
を
め

ざ
す
」
と
話
し
あ
い
ま
し
た
。

■
５
２
３
号
パ
ズ
ル
回
答
は

「
村
上
水
軍
」
で
す
が
、
現

在
、
実
態
や
歴
史
的
事
実
か

ら
よ
り
適
切
な
「
村
上
海
賊
」

と
呼
ぶ
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
知
り
た
い
方
は
ぜ
ひ

今
治
市
村
上
海
賊
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
へ
。
こ
れ
が
共
通
認
識

と
な
る
よ
う
も
っ
と
広
報
活

動
に
励
み
ま
す
（
笑
）

（
今
治
・
白
石
）

■
運
動
会
も
縮
小
し
て
行
わ

れ
、
あ
と
は
修
学
旅
行
に
い

け
れ
ば
、
子
ど
も
の
大
切
で

大
事
な
行
事
が
行
わ
れ
る
の

で
、
こ
の
ま
ま
コ
ロ
ナ
の
収

束
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
伊
予
・
岡
本
）

■
せ
っ
か
く
の
４
連
休
も
コ

ロ
ナ
で
旅
行
に
も
行
け
ず
。

家
族
で
西
条
の
フ
ォ
レ
ス
ト

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
行
き
ま

し
た
。
自
然
の
な
か
、
爽
快

感
と
ス
リ
ル
た
っ
ぷ
り
で
楽

し
か
っ
た
で
す
が
、
し
っ
か

り
筋
肉
痛
に
な
り
ま
し
た
。

（
新
居
浜
・
山
田
）

■
よ
う
や
く
涼
し
く
な
り
、

朝
晩
冷
え
始
め
ま
し
た
。
私

が
過
ご
す
事
務
所
も
窓
か
ら

の
風
が
気
持
ち
よ
く
、
仕
事

も
捗
る
気
が
し
ま
す
（
笑
）

（
新
居
浜
・
筒
井
）

■
８
月
と
あ
る
資
格
取
得
へ

15年
振
り
に
受
験
勉
強
し
ま

し
た
。
職
場
の
先
輩
方
に
も

ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
無
事

合
格
♪
久
し
ぶ
り
の
合
格

発
表
も
ド
キ
ド
キ
し
ま
し
た

が
、
少
し
学
生
時
代
を
思
い

出
し
充
実
し
た
夏
で
し
た
。

（
伊
予
・
篠
原
）

■
労
働
組
合
の
組
織
拡
大
の

た
め
、
図
書
カ
ー
ド
で
書
籍

を
買
い
勉
強
す
る
日
々
。
み

ん
な
を
笑
顔
に
し
た
い
な
あ
。

（
今
治
・
西
原
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５２５号

２０２０年 １０月２０日

■
５
２
３
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
ム
ラ
カ
ミ
ス
イ
グ
ン
」

（
村
上
水
軍
）
で
し
た
。
正

解
は

12通
で
し
た
。
正
解
者

の
な
か
か
ら
５
人
の
方
に
図

書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し
ま

す
。
（
敬
称
略
）

大
坪
徹
也
（
新
居
浜
）

岡
本
文
英
（
伊

予
）

杉
ま
き
子
（
西

条
）

岡
嶋
ひ
か
る
（
新
居
浜
）

井
上
裕
也
（
西

予
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】

11月

27日
【
発

表
】
５
２
７
号
（

12月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①高空を飛翔する人工物のこと。

ミサイルなど

④抽選。○○○○で決める

⑦４ＷＤ＝○○○○駆動

⑧家屋を建設してから販売すること。

○○○○住宅

⑨心臓の打つ音。鼓動の音

【タテのカギ】

①三国志の故事。活躍したり名を上げる

機会がないのを嘆くこと

②（音楽）四つの拍を一単位とする拍子

③鯉の○○のぼり

⑤隣近所。○○○○諸国

⑥文章の下書き。草案

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
７
文
字
で
、

こ
ん
な
走
り
方
は
ダ
メ
絶
対
！
に
し
て
下
さ
い
。

お
た
よ
り

あ
り
が
と
う


